
聞
く

すすすすすす
ぐぐ

行
く

す
ぐ

対
応

す
ぐす

ぐ
や
る
課
で
す

こ
ち
ら

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

Ｄ
Ｖ
Ｄ
Ｖ
ＤＤ
ＶＶ
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【
担
当
課
】

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー

（
立
石
５
‐
２７
‐
１
ウ
ィ
メ
ン
ズ
パ
ル
内
）

女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
相
談
を

週
２
日
に
増
や
し
ま
す

こ
れ
ま
で
の
月
曜
日
に
加
え
、
木
曜
日
も
相
談
に
応
じ

ま
す
。

Ｄ
Ｖ
被
害
者
相
談
の

証
明
業
務
を
行
い
ま
す

Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
新
住
所
の
登
録
が
で
き
ず
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
に
「
Ｄ
Ｖ
被
害
の
相
談
を
受

け
た
」
こ
と
を
証
明
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
手
続
き
が
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

保
護
命
令
関
係
業
務
を
行
い
ま
す

Ｄ
Ｖ
被
害
者
や
そ
の
子
ど
も
な
ど
の
安
全
を
守
る
た
め

に
、
裁
判
所
か
ら
の
保
護
命
令
（
接
近
禁
止
命
令
な
ど
）

発
令
に
必
要
な
面
接
相
談
や
、
裁
判
所
へ
の
書
面
提
出
な

ど
を
行
い
ま
す
。

��飾飾区区「「女女性性にに対対すするる暴暴力力をを
ななくくすすたためめののシシンンボボルルママーークク」」
がが決決ままりりままししたた

応募作品３６７点の中から、最優秀

賞１点（平山陽一さん・鹿児島市）、

優秀賞３点（�田玲華さん・�飾
区）（中村円香さん・世田谷区）（松

屋有紀さん・�飾区）を選考しま
した。最優秀賞の作品はシンボル

マークとして啓発

活動のパンフレッ

トなどに使用して

いきます。

4
月
か
ら

（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・

バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

被
害
者
へ
の
支
援
を
拡
充
し
ま
す

Ｄ
Ｖ
と
は
、
配
偶
者
や
恋
人
な
ど
親

密
な
関
係
の
相
手
か
ら
振
る
わ
れ
る
暴

力
の
こ
と
で
す
。

シンボルマークの
コンセプト

優しさを連想させるハート

とパープルリボンを組み合わ

せて、女性に対する暴力のな

い社会をめざすことを表現し、

暴力の下に身を置いている

人々に勇気を与えようとの願

いを込めています。

専
門
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
弁
護
士
が
面

接
ま
た
は
電
話
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

女
性
に
対
す
る
Ｄ
Ｖ
相
談

月
・
木
曜
日

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

法
律
相
談

火
曜
日

午
後
１
時
３０
分
〜
４
時
３０
分

悩
み
ご
と
相
談

▽
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

▽
水
曜
日

午
後
１
〜
４
時
・
午
後
５
〜
８
時

（
午
後
５
時
以
降
は
電
話
相
談
の
み
・

男
性
も
相
談
で
き
ま
す
）

い
ず
れ
も
祝
日
・
年
末
年
始
は
除
く
。

�(

5
6
9
8)

2
2
1
1

女
性
の
た
め
の

無
料
相
談

（
要
予
約
）

ご
相
談
の
予
約
は

国国
民民
年年
金金
のの
おお
知知
らら
せせ

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
と
き
は

国
民
年
金
の
手
続
き
を
お
忘
れ

な
く２０

歳
以
上
６０
歳
未
満
で
、
会

社
な
ど
を
退
職
し
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
な
ど
の
加
入
者
で
な

く
な
っ
た
方
と
、
そ
の
加
入
者

の
扶
養
に
入
っ
て
い
た
配
偶
者

（
第
３
号
被
保
険
者
）は
、
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
へ
の
変

更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
は
退
職
証
明
や
離

職
票
な
ど
退
職
日
の
分
か
る
物
、

年
金
手
帳
、
印
鑑
が
必
要
で
す
。

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
扶

養
認
定
か
ら
外
れ
た
場
合
も
手

続
き
が
必
要
で
す
。

手
続
き
に
は
、
扶
養
喪
失
証

明
な
ど
扶
養
喪
失
日
が
分
か
る

も
の
が
必
要
で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
の
手
続
き

を
お
忘
れ
な
く

２０
歳
以
上
で
大
学
・
短
期
大

学
・
専
門
学
校
な
ど
の
学
生
の

方
の
う
ち
、
本
人
の
前
年
所
得

が
一
定
基
準
額
以
下
の
方
は
、

国
民
年
金
保
険
料
が
納
付
猶
予

に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

所
得
が
一
定
基
準
額
を
超
え

る
場
合
で
も
、
失
業
し
た
り
災

害
を
受
け
た
方
な
ど
は
特
例
で

認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

希
望
す
る
方
は
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
（
申
請
は
毎
年
度
必

要
で
す
）。申
請
に
は
学
生
証
の

写
し
や
在
学
証
明
書
な
ど
が
必

要
で
す
。

２６
年
度
申
請
の
承
認
期
間
は

２６
年
４
月
〜
２７
年
３
月
で
す
。

申
請
が
遅
れ
る
と
、
病
気
や
け

が
で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と

き
に
障
害
基
礎
年
金
が
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
２６
年
４
月
１
日
か
ら
の
主

な
変
更
点

▽
国
民
年
金
保
険
料
は
月
額

１
万
５
２
５
０
円
で
す
。
年
金

支
給
額
は
６
月
か
ら
０
・
７
％

下
が
り
ま
す
。

▽
学
生
納
付
特
例
と
免
除
申
請

は
、申
請
日
時
点
か
ら
２
年
１
カ

月
前
の
月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て

申
請
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

▽
父
子
家
庭
も
遺
族
基
礎
年
金

を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
や
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資

格
期
間
を
満
た
し
た
（
老
齢
基

礎
年
金
受
給
者
も
含
む
）
配
偶

者
が
４
月
１
日
以
降
に
亡
く
な

っ
た
と
き
、
生
計
を
共
に
し
て

い
た
１８
歳
到
達
年
度
末
ま
で

（
一
定
の
障
害
が
あ
る
場
合
２０

歳
未
満
）
の
子
が
あ
る
配
偶
者

ま
た
は
子
が
請
求
で
き
ま
す
。

（
一
定
の
納
付
要
件
や
所
得
制

限
あ
り
）

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」が
送
付
さ

れ
て
い
ま
す

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
被

保
険
者
一
人
一
人
に
、「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
が
日
本
年
金
機
構

か
ら
毎
年
誕
生
月
に
送
付
さ
れ

ま
す
。
保
険
料
納
付
実
績
や
年

金
の
見
込
額
な
ど
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

【
ね
ん
き
ん
定
期
便
の
問
い
合

わ
せ
】

ね
ん
き
ん
定
期
便
専

用
ダ
イ
ヤ
ル

�
０
５
７
０（
０
５
８
）５
５
５

Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
の
方
は

�（
６
７
０
０
）１
１
４
４

【
申
請
・
問
い
合
わ
せ
】

�
飾
年
金
事
務
所

（
立
石
３
‐
７
‐
３
）

�（
３
６
９
５
）２
１
８
１

【
申
請
・
担
当
課
】

国
保
年
金
課

（
区
役
所
３
階
３
１
５
番
）

�（
５
６
５
４
）８
２
１
４

は
、
区
民
第
一
、
現
場
第
一
の
視
点
で
区
政

の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

す
ぐ
や
る
課
は
、
平
成
２２
年
の
設
立
以
来
、
１
万
件

を
超
え
る
相
談
に
対
し
、
全
庁
を
あ
げ
て
迅
速
な
解

決
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
区
で
対
応
で

き
な
い
場
合
で
も
、
解
決
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い

つ
つ
、
親
切
・
丁
寧
な
対
応
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

設
立
５
年
目
を
迎
え
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
力
に

な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

どど
んん
なな
ここ
とと
をを

しし
てて
いい
るる
のの
？？

「
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

の
か
分
か
ら
な
い
」「
こ
ん
な
こ

と
を
聞
い
て
も
い
い
の
だ
ろ
う

か
」
と
い
う
区
民
の
方
の
最
初

の
相
談
窓
口
で
す
。

受
付
時
に
担
当
課
が
明
ら
か

な
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
課
に
引
き
継
ぎ
ま
す
。
ハ
チ

の
巣
の
撤
去
な
ど
の
危
険
回
避

や
、
現
場
を
見
な
い
と
状
況
や

担
当
課
が
判
断
で
き
な
い
場
合

な
ど
は
、
す
ぐ
や
る
課
が
現
場

へ
駆
け
付
け
ま
す
。

何何
でで
もも
やや
っっ
てて
くく

れれ
るる
のの
？？

私
有
地
や
私
道
内
に
つ
い
て

は
、
所
有
者
・
管
理
者
が
ご
自

身
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
も
の

で
、
自
宅
の
草
む
し
り
な
ど
の

個
人
的
な
こ
と
や
、
近
隣
問
題

へ
の
介
入
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
解
決
に
向
け
て
の
ア

ド
バ
イ
ス
や
、
相
談
窓
口
の
案

内
な
ど
、
で
き
る
限
り
の
お
手

伝
い
を
し
ま
す
。

ここ
んん
なな
相相
談談
がが

ああ
りり
まま
しし
たた

フ
ク
ロ
ウ
が
飛
来
�

【
相
談
】

自
宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
フ
ク
ロ

ウ
が
迷
い
込
ん
で
い
る
。
か
わ

い
そ
う
な
の
で
、
区
で
保
護
し

て
ほ
し
い
。

【
対
応
】

現
場
に
駆
け
付
け
た
職
員
が

フ
ク
ロ
ウ
を
保
護
し
ま
し
た
。

し
ば
ら
く
様
子
を
見
て
い
た
と

こ
ろ
、
フ
ク
ロ
ウ
の
体
力
が
回

復
し
た
た
め
、
空
に
放
す
と
、

元
気
よ
く
飛
び
立
っ
て
行
き
ま

し
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

�
飾
区
に
は
フ
ク
ロ
ウ
以
外

に
も
、
ヘ
ビ
や
タ
ヌ
キ
、
野
鳥

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
野
生
動
物

が
生
息
し
て
い
ま
す
。
生
態
系

を
保
つ
た
め
に
も
野
生
動
物
を

見
か
け
た
場
合
、
被
害
な
ど
が

な
い
限
り
は
、
温
か
く
見
守
っ

て
く
だ
さ
い
。

屋
根
か
ら
雪
が
…

【
相
談
】

積
も
っ
た
雪
が
屋
根
か
ら
落

ち
て
き
て
、
自
宅
の
玄
関
ド
ア

が
ふ
さ
が
れ
外
に
出
ら
れ
な
い
。

【
対
応
】

私
有
地
の
除
雪
は
ご
本
人
で

行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
が
、

外
に
出
ら
れ
な
い
状
況
だ
っ
た

た
め
、
緊
急
で
現
場
へ
急
行
し

ま
し
た
。
職
員
が
玄
関
付
近
を

ふ
さ
い
で
い
た
雪
を
取
り
除
き
、

無
事
、
外
へ
出
ら
れ
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

日
頃
か
ら
地
域
で
の
交
流
を

深
め
、
隣
近
所
で
協
力
し
合
え

る
よ
う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

相談件数トップ5（平成２６年２月末現在）
これまでに寄せられた相談件数 １１，１０９件
１位 ハチ ２，９９１件
２位 道路関連 １，６１１件
３位 ごみ関連 ８５１件
４位 衛生（犬猫・フン害など）５８４件
５位 樹木（街路樹含む）５２１件

区

はなしょうぶコール　☎６７５８－２２２２
午前８時～午後８時　年中無休　FAX６７５８－２２２３

区の手続きや催し物の問い合わせ、がん検診の申し込みは

（４）
平成26年（2014年）3月25日 No.１５８２

�飾区ホームページ http://www.city.katsushika.lg.jp


